
第７学年１組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

 

                  日 時 令和７年８月２９日（金）５校時    

                                            場 所 島根大学教育学部附属義務教育学校 後期課程 技術室 

                            授業者 岩橋 正博                    

 

１．題材名 内容「Ａ 材料と加工の技術」 

      “身近な生活の困った”を材料と加工の技術で解決しよう 

 

２．題材の目標 

 材料と加工の技術の見方・考え方を働かせ、より安全な生活をめざして、丈夫な構造を利用しな

がら身近な生活の問題を解決する実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている材

料と加工の技術についての基礎的な理解を図り、それに係る技能を身に付け、材料と加工の技術と

安全な生活や社会との関わりについて理解を深めるとともに、身近な生活の中から材料と加工の技

術に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、安全な生活や社会の実現に向けて、適切か

つ誠実に材料と加工の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成する。 

 

３．題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活や社会で利用されている

材料と加工の技術についての

科学的な原理・法則や基礎的な

技術の仕組み及び、材料と加工

の技術と安全な生活や社会と

の関わりについて理解してい

るとともに、製作に必要な図を

かき、安全・適切な製作や検査・

点検ができる技能を身に付け

ている。 

生活や社会の中から材料と加

工の技術に関わる問題を見い

だして課題を設定し、解決策を

構想し、表現するなどして、課

題を解決する力を身に付けて

いるとともに、安全な生活や社

会の実現にめざして材料と加

工の技術を評価し、適切に選

択、管理・運用する力を身に付

ける。 

安全な生活や社会の実現に向

けて、課題の解決に主体的に取

り組んだり、振り返って改善し

たりして、材料と加工の技術を

工夫し創造しようとしている。 

 

４．題材設定の理由 

(1)生徒観 

本学級は 30名の学級である。授業者の説明を素直に聞き、落ち着いて学習に取り組むことができる。

また、グループやペアでの話し合い活動では、自分の考えをしっかりと持ったうえで、他者の意見に

丁寧に耳を傾けながら協力的に話し合いを進めることができる。先に行った内容「Ｂ 生物育成の技術」

においても、グループで協力して積極的に取り組む様子が多く見られた。 

事前アンケート等の結果から、「今の生活に満足している」に肯定的な回答をした生徒が非常に多く、

身の回りの問題や困ったことに気づき、自らの力で改善および修正をしようという気持ちを持ってい

る生徒はあまり多くない。また、これまでの生活において、「技術の見方・考え方」のキーワードであ

る「最適化」を意識した、様々な事象を複数の視点から捉え、バランスを取りながら考えようとした



ことがある生徒は非常に少数であることが分かっている。一方で、「ものづくりにとても興味がある」、

「もっと材料のことを知りたい」、「壊れにくい製作品にしたい」等、材料と加工の技術に対して高い

意欲があることも分かっている。 

(2)題材観 

本題材は、平成 29年告示中学校学習指導要領における内容「Ａ 材料と加工の技術」「(2)イ 問題を

見いだして課題を設定し、材料の選択や成形の方法等を構想して設計を具体化するとともに、製作の

過程や結果の評価、改善及び修正について考えること」に示されている、「生活や社会の中から材料の

製造や成形などに関わる問題を見いだして課題を設定する力、課題の解決策を、条件を踏まえて構想

し、設計図等に表す力、試作等を通じて解決策を具体化する力、設計に基づく合理的な解決作業につ

いて考える力、課題の解決結果や解決過程を評価、改善および修正する力などの、(1)のイで気付かせ

た材料と加工の技術の見方・考え方を働かせて、問題を見いだして課題を設定し解決する力を育成す

る。」ことをねらいとしている。 

本題材において、上記のねらいに迫るために使用する学習教材は、木材の弱点を改良して誕生した

合板(ごうはん)から「合板 DL教材」として教材化した木工キットである。なおここで，DL(ディーエ

ル)は規格材を示す Dimension Lumber(ディメンション ランバー)の略語を意味する。規格が統一され

ていることから、材料の形や組み合わせる構造を工夫しやすいことが特徴であり、学習指導要領で求

められている「丈夫な構造や接合」、「材料の有効活用」について、学習効果の高まりが期待される教

材である。また、合板で製作する前に「1/2スケール模型製作キット」（スチレンボード材）を用いて

構想を具体化することにより、基礎的な知識などについてのこれまでの学びを確認すると共に、生徒

は、製作に向けて、より具体的なイメージを持つことが期待される。 

(3)指導観 

本校は２学期制のため、１学期／２学期で技術分野、家庭分野をそれぞれ履修する。また、三年間

を通しての問題解決のレベル付けを考慮し、第７学年（中学１年生）では内容「Ａ 材料と加工の技術」

と内容「Ｂ 生物育成の技術」を学習する指導計画としている。また、技術分野の学習は中学校で初め

てスタートすることから、「技術の見方・考え方」について、これから三年間を通して働かせることが

できるような見通しを持った指導が必要である。ここまで実施してきた内容「Ｂ 生物育成の技術」の

授業では、グループを主にした学習を行ってきた。グループ分けは、既にグループとしての機能を考

慮して決められている学級内の班分けを利用することで、グループ活動としての最大の効果が発揮さ

れることを期待した。従来多かった「育成すること」に重点を当てた１人１育成の授業形態ではなく、

話し合いの場面や協働する場面の設定を多くすることで、より、現行学習指導要領のねらいに沿った

授業展開となるように努めてきた。内容「Ａ 材料と加工の技術」においては、これまでのグループ形

態での学びを活かしながら、三年間を通した問題解決のレベルづけへの取り組みや、生徒の発達段階・

要望などを考慮して、１人１製作の授業形態とした。 

生徒観でも述べたように、「今の生活に満足している」に肯定的な回答をした生徒が非常に多く、身

の回りの問題や困ったことに気づき、自らの力で改善および修正をしようという気持ちを持っている

生徒はあまり多くない。そのため、身の回りにある加工済みの製品や木質・金属・プラスチック材料

の観察等を通して、身近な問題解決の手順に気づかせる学習活動などを経て、少しずつ「技術の見方・

考え方」を働せることができるように指導を心がけてきた。また、「ものづくり」自体への興味・関心

を高めるために、これまでの消費者としての視点だけではなく、消費者のためにより良い製品を提供

したいという生産者の思いに触れさせる時間を今後も確保していきたい。 



 本時は、問題解決につながる課題を設定した後、課題解決に向けて構想した製作品について、スチ

レンボードによる 1/2スケール試作模型の製作を行う時間である。設計の指導において、生徒の頭の

中にあるイメージ（構想）をいきなり図面に起こすことが難しい生徒は少なくない。そこで、試作模

型の製作を通して、頭の中にある構想を基に目に見える形にアウトプットしながら、設計が進んでい

くように支援したい。また、目的や使用場面、強い構造や材料の過不足、何よりも課題を解決するこ

とができるのかどうかについてなど、グループ活動も取り入れながら改善点を洗い出し、それらを自

ら取捨選択しながら、構想の具体化をさらに進むめ、実際の製作に向けた詳細な確認を行うよう支援

したい。 

さらに、指導と評価の一体化を進めるために、アンケートフォームを活用した授業の振り返りも継

続していきたい。振り返り項目の設定について、本時の目標に沿った評価ができるような工夫も進め

ていきたい。さらに、お互いの製作品や作業の進捗を確認できるように、共有できる仕組みも活用し

たい。これらの ICT活用と共に、必要に応じて ICTによる視覚支援も行っていきたい。 

 

５．題材の指導計画（全 17時間 本時 8/17） 
 
 
時 

指導 
事項 

学習 
課題 

学習活動 
学習内容 

○：評価規準と◇：評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

１ 
 

Ａ 

(1) 

イ 

既 存 の

技 術 の

理解 

身近な加工品（イ

ス等）の観察を

行い、技術的な

工夫点や設計の

工夫を見つける 

〇切断や切削等の加工の方法、表

面処理の方法等の基礎的な材

料と加工の技術の仕組みにつ

いて理解することができる。 

◇ワークシート 

◇観察 

〇身の回りの製品に込め

られた工夫を読みと

り、材料と加工の技術

の見方・考え方に気づ

くことができる。 

◇調べ学習レポート 

〇進んで材料と加工の技

術と関わり、主体的に

理解しようとしてい

る。 

◇ワークシート 

◇振り返りフォーム 

２ 
３ 

Ａ 

(1) 

ア 

 

木材・金属・プラ

スチック等の材

料に関する観察

を行う 

〇材料の組織や成分、材料を形成

する方法、材料の組織を改良す

る方法等の基礎的な仕組みに

ついて理解することができる。 

〇材料の断面形状と曲げに対す

る力学的な性質について理解

することができる。 

◇ワークシート 

◇ペーパーテスト 

 

４ 
 Ａ 

(1) 

ア 

 

構造や強度に関

して考える 

〇組み合わせる部材の厚さ、幅、

断面形状と、組み合わせる部材

の構造等の丈夫さの原理、法則

について理解することができ

る。 

◇ワークシート 

５ 

Ａ 

(2) 

イ 

課 題 の

設定 

生活の中から困

っている場面を

見いだして、課

題として設定、

設定した課題に

基づき、製作品

を構想し、アイ

ディアスケッチ

を描く 

 〇生活の中から、問題を

見出して課題を設定す

ることができる。 

◇ワークシート 

〇設定した課題につい

て、自分なりの新しい

考え方や捉え方によっ

て解決策を構想しよう

としている。 

◇ワークシート 

◇振り返りフォーム 



６ 

Ａ 

(2) 

ア 

技 術 に

関 す る

科 学 的

な 理 解

に 基 づ

い た 設

計・計画 

等角図による表

示のしかたを習

得する 

〇適切な図法を用いて、製作に必

要な図及び寸法をかくことが

できる。 

◇ワークシート 

◇ペーパーテスト 

  

７ 

Ａ 

(2) 

イ 

設定した課題に

基づき、製作品の

構想図を描く 

 〇課題の解決策を条件を

踏まえて構想し、構想

図に表すことができ

る。 

◇ワークシート 

 

８ 
９ 

Ａ 

(2) 

イ 

技 術 に

関 す る

科 学 的

な 理 解

に 基 づ

い た 設

計・計画 

スチレンボード

で模型を作り、相

互評価をして、設

計の改善・修正を

する 

（強度、社会性、

環境への影響、安

全性、経済性等を

考慮して修正点

を確認） 

 〇試作模型の製作等を通

じて解決策を具体化す

ることができる。 

◇模型（スチレンボード） 

◇ワークシート 

〇模型の製作とその製作

過程を振り返り、より

よいものとなるように

改善・修正しようとし

ている。 

◇ワークシート 

◇振り返りフォーム 

〇知的財産を創造し、他

者の新しい考え方や捉

え方も知的財産として

尊重し、またそれらを

保護、活用しようとし

ている。 

◇模型（スチレンボード） 

◇ワークシート 

10  Ａ 

(2) 

イ 

 

 製作工程を立案

する 

材料取りを確認

する 

 〇設計に基づく合理的な

製作工程を決定するこ

とができる。 

◇ワークシート 

  

11
12
13
14 

Ａ 

(2) 

ア 

課 題 解

決 に 向

け た 製

作 

材料を切断する。

接合接着をする

仕上げをする。 

（安全・適切に製

作や検査、点

検等を行う） 

〇設定した課題を解決するため

に工具や機器を使用して、安全

に適切に材料取り、部品加工、

組み立て・接合、仕上げ、検査

等を行うことができる。 

◇観察 

◇製作品 

 

15 

Ａ 

(2) 

イ 

成 果 の

評価 

完成した製作品

を自己評価し，製

作品や解決過程

の修正・改善を考

える。 

 〇完成した製作品が課題

を解決できるか評価す

るとともに、設計や製

作の過程に対する改善

及び修正を考えること

ができる。 

◇ワークシート 

16 

 Ａ 

(3) 

ア 

次 の 問

題 の 解

決 の 視

点 

これまでに学習

した内容を振り

返る 

〇材料と加工の技術が、安全な生

活や社会の実現に影響を与え

ていることを説明することが

できる。 

◇ワークシート 

 〇よりよい生活や持続可

能な社会の構築に向け

て、材料と加工の技術

を工夫し創造しようと

している。 

◇ワークシート 

◇振り返りフォーム 
17 

Ａ 

(3) 

ア 

イ 

より安全な生活

や社会を実現す

る材料と加工の

技術の在り方に

ついて、自分の考

えをまとめる 

 

 〇よりよい生活や持続可

能な社会の構築を目指

して材料と加工の技術

を評価し、適切な選択、

管理・運用の仕方につ

いて提言することがで

きる。 

◇ワークシート 

 



６．本時の学習 

(1) 目標 

試作模型の製作を通じて、解決策をより具体化することができる。（思考・判断・表現） 

(2) 展開 

時 学習活動と予想される生徒の反応 教師の支援（・）と評価 

5 分 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

33 分 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

7 分 

１．前時の振り返り 

・材料が足りるかどうか検討したことについて 

 

 

２．本時の学習内容について知る 

・1/2 スケール試作模型を安全に製作すること 

・試作を通して課題解決できる製作品か考えること 

 

 

 

 

 

３．1/2 スケール試作模型の製作 

・材料がたくさん余らないか 

・丈夫な構造か 

・材料のつなぎ方はどうしたらいいか 

・Ｌ字やＴ字の構造をどこにいれたらいいか 

・こわれたら直せるか 

・見本のようなものを作るにはどうしたらいいか 

 ・使う人にとって使いやすいものになっているか 

 ・他の人の意見を参考にできないか 

 

 
 

４．授業の振り返りをする。 

 ・試作模型を撮影し、活動を共有する 

 ・アンケートフォームで、本時を振り返る 

 

・現段階で、材料との兼ね合いについても検討した

ことを確認する。 

 

 

・試作の作業においてカッターやハサミの取扱い

等、特に安全に気をつけること。 

・課題解決できるものかどうか（誰が、どこで、ど

んな場面で使うものなのか、使う人の立場に立

って考えているか等）を試作を通して確認する

ように伝える。 

 

 

・材料に制限がある中で、強い構造を取り入れるこ

とができているか確認するように伝える。 

・制約条件「材料をなるべく余らないように使用す

る」「材料は縦に切らない」「斜め切断はどうして

も必要ならあり」を確認する。 

 

 

・GIGA 端末から ICT を活用する。 

評価の観点（思考・判断・表現） 

試作模型の製作を通じて、解決策をより具体

化することができる。 

【評価方法 1/2スケール模型、振り返りフォーム】 

(4)評価 

A：十分に満足できると判断される状況 B：おおむね満足できると判断される状況 C：努力を要する状況への手立て 

安全に配慮しながら試作模型の製作

に取り組み、様々な制約条件がある

中で、強い構造を取り入れる、使う

人の立場で考えるなど、複数の視点

から解決策をより具体化することが

できる。 

安全に配慮しながら試作模型の製作に取り組

み、解決策をより具体化することができる。 
 
(A 評価にするための手立て) 

様々な制約条件や強い構造、使う人の立場で考

えるなど、課題を解決できる製作品かを考える

ように支援する。 

安全に試作模型を製作する

ことが難しいので、使用する

道具についてアドバイスし

たり、改善・修正することが

難しいので、いくつか視点を

示しながら製作品の構想を

進めていくように伝える。 

 

 

 

 

 

 


